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【
資
料
2
】
登
録
番
号
　
59

『
華
族
女
学
校
第
一
期
卒
業
証
書
授
与
式
演
説　

明
治
二
十
二
年

七
月
』

　

一
冊
。
袋
綴
。
二
八
・
五
糎
×
二
〇
・
四
糎
。
白
色
仮
紙
表
紙
。
外
題

「
明
治
二
十
二
年
七
月
／
華
族
女
学
校
第
一
期
卒
業
証
書
授
与
式
演
説
／
草

稿
」（
後
人
補
記
、
中
央
に
打
付
ペ
ン
書
）。
表
紙
右
下
に
ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
貼

付
（
Ｓ
／
コ
59
）。
内
題
一
丁
表
「
明
治
廿
二
年
七
月
十
八
日
第
一
期
卒
業

証
書
授
与
式
の
節
演
説
」。
料
紙
、
華
族
女
学
校
用
箋
〔
版
心
下
部
に
「
華

族
女
学
校
」
と
あ
る
朱
罫
紙
、
四
周
双
辺
（
二
一
・
三
糎
×
一
四
・
六
糎
）、

有
界
、
毎
半
葉
十
三
行
、
毎
行
不
定
字
〕、
前
後
遊
紙
な
し
。
墨
付
十
丁
。

印
記
、「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
印
」
の
長
円
形
単
郭
朱
印
（
一
丁
表
右
下
）、

十
丁
裏
匡
郭
下
余
白
中
央
「
コ
56
」
印
。

　

後
半
六
丁
～
十
丁
は
、
前
半
一
丁
～
五
丁
ま
で
と
同
内
容
の
文
章
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
が
、
口
語
体
で
書
か
れ
、
文
章
の
順
と
送
り
仮
名
等
に
異
同

が
あ
る
。
前
半
は
整
然
と
清
書
さ
れ
た
書
体
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
半
は

書
き
入
れ
や
修
正
が
な
さ
れ
、
草
稿
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
こ
か
ら
推
し
て

前
半
と
後
半
は
別
々
に
書
か
れ
（
お
そ
ら
く
は
後
半
が
先
に
書
か
れ
た
か
）

第
三
者
に
よ
っ
て
合
綴
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
前
半
一
丁
～
五
丁

に
付
さ
れ
た
記
号 

「 

（
朱
）
は
、
演
説
す
る
に
あ
た
っ
て
ア
ク
セ
ン
ト
の
指

標
と
し
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
前
半
一
丁
～
五
丁
は
、『
華
族
女
学
校
第
四
年
報　

自
明
治
廿
一

年
八
月　

至
同
廿
二
年
七
月
』（
附
録　

行
啓
其
他
記
事
）
に
「
学
監
下
田

歌
子
演
説
」
と
し
て
採
録
。
本
資
料
と
の
相
違
点
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
（
該
当
箇
所
に
注
１
～
６
を
付
し
て
示
す
）。

　

な
お
、
本
演
説
に
関
す
る
資
料
は
、
現
在
、
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
未

所
蔵
〔
桑
尾
光
太
郎
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
、
深
甚
の
謝
意
を

表
し
ま
す
〕。
華
族
女
学
校
・
学
習
院
女
学
部
永
田
町
校
舎
は
、
明
治
四
十

五
（
一
九
一
二
）
年
に
火
災
で
全
焼
、
女
子
学
習
院
青
山
校
舎
は
昭
和
二
十

（
一
九
四
五
）
年
に
空
襲
に
よ
り
全
焼
し
て
お
り
（『
学
習
院
女
子
中
等
科　

女
子
高
等
科　

１
２
５
年
史
』
改
訂
版
、
二
〇
一
四
・
平
成
二
十
六
年
）、

そ
の
際
に
焼
失
し
た
可
能
性
も
残
さ
れ
る
。

注1	

今
日

2	

そ
も
〳
〵

3	

幾
万
人

4	

「
の
」、
な
し
。

5	

「
め
」、
な
し
。

6	

臨
ミ
て
も
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「
明
治
二
十
二
年
七
月　

華
族
女
学
校
第一期
卒
業
証
書

授
与
式
演
説　

草
稿
」  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」（
表
紙
）

 
 
 

（
白
紙
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」（
見
返
し
）

　

明
治
廿
二
年
七
月
十
八
日　

第
一
期
卒
業
証
書
授
与

　

式
の
節
演
説 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」（
内
題
）

今
日
は
辱
な
く
も
「
我
が（
マ
マ
）

皇
后
陛
下
、
本
校
に
御
親
臨
遊
ば
さ
れ
、「
本
校
生
徒

卒
業
式
、
並
び
に
、
本
校
移
転
式
を
、
御
覧
ぜ
ら
る
。

「
実
に
、
開
校
以
来
の
、
盛
典
な
り
。「
且
つ
、
朝
野

貴
紳
の
、
斯
く
も
、
賁
臨
な
り
し
ハ
、「
本
校
の
面

目
、
此
上
も
無
き
事
と
云
ふ
べ
し
。「
感
謝
、
胸
感
に

満
ち
て
謝オ
レ
イ辞
ハ
、
口
に
申
し
尽
し
難
し
。「
さ
て
、
今

日
の
、
■（マ
マ
）■大
御
旨
の
奉
カ
シ
コ
マ
リ

答
、「
又
、
新
校
移
転
の
事

抔
ハ
、「
校
長
、
及
び
、
幹
事
よ
り
も
、
云
は
れ
た
れ

バ
、「
余

ワ
タ
ク
シハ

、
是
よ
り
、
卒
業
生
徒
に
就
き
て
、
概ア
ラ
マ
シ畧

を
申
し
上
げ
ん
。「
本
校
ハ
、
明
治
十
八
年
、
九
月
の

創
設
に
て
、「
爾
来
、
年
を
閲フ

る
こ
と
五
年
、「
即
ち
、

第
四
学
期
を
経
て
、「
今
回
、
始
め
て
、
全
科
卒
業
証

書
を
、
授
与
せ
ら
る
ゝ
な
り
。「
其
人
々
ハ
、
高
等
中

学
科
一
級
生
、
井
上
郁
子
、
萬
里
小
路
久
子
、
黒
川

千
春
子
、

三
島
園
子
の
四
名
な
り
。「
元
来
本
校
の
学
制
に
よ
れ

バ
、
小
学
初
年
よ
り
、
中
学
の
終
り
迄
、「
満
十
二
ヶ

年
の
、
修
学
を
な
さ
ゝ
れ
バ
、
業
を
卒
る
、
こ
と
能

は
ず
。「
さ
れ
ど
、
此
人
々
が
、
本
校
へ
入
学
し
た

る
ハ
、「
即
ち
、
本
校
開
始
の
当
時
に
し
て
、「
既
に
、

応
分
の
学
力
あ
り
し
故
、「
入
学
試
験
の
成
蹟
（
マ
マ
）に
よ
り

て
、「
初
等
中
学
一
級
に
、
編
入
せ
ら
れ
し
な
り
。「
其

れ
よ
り
、
本
校
に
あ
る
事
、「
満
四
ヶ
年
間
、「
蛍
雪

の
労
を
積
み
て
、「
今
ハ注
、1

和
漢
文
欧
語
、
数
学
、
地

理
、
歴
史
、
物
理
、
化
学
、
博
物
、
生
理
、
教
育
、

家
政
、
裁
縫
、
習
字
、
図
画
、
音
楽
、
体
操
等
の
、

各
学
科
を
、
全
く
卒
へ
て
、「
此
盛
典
に
、
あ
ふ
の
栄

に
達
せ
し
な
り
。

「
さ
て
、
こ
れ
よ
り
ハ
、
卒
業
生
徒
の
、
方
々
に
申
さ

ん
。「
古
来
、
我
が
国
の
女
子
ハ
、「
そ
も注
、2

幾
億

万
注人3
か
あ
り
し
。「
而サ
ウ

し
て
我
が（
マ
マ
）

皇
后
陛
下
の
、
■（
マ
マ
）■御

令
旨
に
よ
り
て
、
建
て
さ
せ
ら

れ
た
る
、「
本
校
の
如
き
、
校
舎
に
入
り
て
「
教
育
を

受
け
た
る
者
、
幾
人
か
あ
り
し
。「
更
に
、
一

人
も
無
か
る
べ
し
。「
今
、
啻た
だ

、
嬢
ア
ナ
タ
ガ
タ

等
あ
る
の
み
な
り
。

「
若
し
、
余
の
如
き
も
の
も
、
嬢
ア
ナ
タ
ガ
タ

等
と
、
齢
を
同
じ
う

」（
一
・
オ
）

」（
一
・
ウ
）
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す
る
時
に
生
れ
て
、「
嬢
ア
ナ
タ
ガ
タ

等
と
、
斯
く
の
如
き
校
舎
に

入
り
て
、「
完
全
の
教
育
を
受
く
る
を
得
バ
、「
将
来

の
楽
し
み
ハ
、
如イ
カ
バ
カ

何
許
り
な
ら
ん
。「
嬢
等
の
幸
福
ハ
、

実
に
羨
む
べ
き
也
。

「
凡
そ
、
人
間
一
生
の
、
禍
福
の
分
る
ゝ
所
ハ
、「
実

に
、
幼
き
時
の
、
習
性
、
即
ち
教
育
の
、
如
何
に
あ

る
也
。「
故
に
、
道
を
学
び
志
し
を
立
て
、「
行
ひ
を

正
し
く
し
、「
能
く
、
其
徳
を
全
う
す
る
に
至
る
ハ
、

「
全
く
、
其
幼
き
時
、
習
性
の
良
き
に
、
よ
る
も
の
な

り
。「
我
々
が
如
き
、
学
ば
ん
と
欲
す
る
も
、
校
舎
な

く
、「
修
め
ん
と
欲
す
る
も
、
師
に
乏
し
き
僻
地
に
生

れ
「
然シ
カ

も
、
婦
人
は
、「
僅
に
、
人
類
の
一
部
た
る
に
、

過
ぎ
ず
と
、
云
は
れ
し
時
代
に
あ
り
た
る
も
の
す
ら
、

「
今
日
あ
る
に
至
り
し
ハ
、「
実
に
、
僅
に
、
志
し
た

る
、
学
び
の
道
の
恵
み
な
り
。「
然
る
に
、
嬢
ア
ナ
タ
ガ
タ

等
ハ
、

「
多
年
、
此
校
に
あ
り
て
、「
能
く
、
其
道
を
学
び
、

「
其
忠
君
愛
国
の
精
神
ハ
、「
素
よ
り
、
他
に
譲
る
事

な
く
、「
其
父
母
に
孝
な
る
、「
兄
弟
姉
妹

に
友
愛
な
る
ハ
、「
云
ふ
迄
も
な
く
、「
人
の
婦
と
な

る
に
至
ら
バ
、「
其
貞
其
節
、「
お
さ
〳
〵
往
古
の
、

節
婦
貞
女
に
も
譲
る
事
な
く
、「
又
、
人
の
母
と
な

る
に
至
ら
バ
、「
嬢
等
を
、
嬢
等
の
父
母
の
、
愛
育
し

」（
二
・
オ
）

た
る
と
同
し
（
マ
マ
）く

、「
能
く
愛
し
、
能
く
慈
み
（
マ
マ
）、「

且
つ
、

嬢
等
が
、
自
か
ら
、
学
び
た
る
道
を
以
て
、「
能
く
、

其
子
を
薫
陶
せ
ら
れ
ん
に
ハ
、「
今
古
の
、
賢
母
、
慈

母
に
も
必
ず
、
恥
づ
る
事
な
か
る
べ
し
。「
假タ
ト
ヒ令

、
嬢

等
ハ
、
将
来
如
何
な
る
境
遇
に
立
つ
と
も
、「
畢
生
の

行
為
ハ
、
此
精
神
に
背
く
事
な
き
ハ
、「
余
ワ
タ
ク
シの

、
固
く

信
じ
て
、
疑
は
ざ
る
所
な
り
。「
こ
れ
、
畢
竟
、
嬢
等

が
、
天
資
の
然
ら
し
む
る
所
な
る
可
け
れ
ど
も
、「
抑

も
、
又
多
年
、
刻
苦
勉
励
の
、
効
果
と
云
は
ざ
る
を

得
ず
。

「
今
、
嬢
ア
ナ
タ
ガ
タ

等
ハ
、
学
業
を
卒
へ
て
、「
此
校
を
去
ら
る
ゝ

な
る
が
、「
こ
れ
よ
り
ハ
、
如イ
カ
ニ何

し
て
、
学
問
を
な
さ

ん
と
、
思
ひ
給
ふ
か
。「
学
問
の
道
ハ
、
嬢
等
、
終
身
、

廃
棄
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
也
。「
学
問
の
光
り
ハ
、
能

く
世
路
を
照
ら
し
て
、「
嬢
等
を
し
て
、
暗
夜
に
、
さ

ま
よ
ふ
事
な
か
ら
し
む
べ
し
。「
学
問
の
力
ハ
、「
能

く
百
難

を
凌
ぎ
、「
千
辛
万
苦
に
堪
へ
、「
常
に
嬢
等
を
し
て
、

安
全
の注
、4

地
位
に
立
た
し
む
べ
し
。「
学
問
の
効
ハ
、

「
能
く
、
嬢
等
の
志
し
を
達
せ
し
め
、「
其
行
ひ
を
正

し
く
し
、「
其
徳
を
高
か
ら
し
め注
、5
「
凡
そ
、
嬢
等
畢

生
の
、
保
護
者
と
な
る
也
。「
さ
れ
バ
、
嬢
等
ハ
、
如

」（
二
・
ウ
）
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何
に
し
て
も
、「
学
問
を
、
廃
棄
す
る
事
あ
る
可
か
ら

ず
。「
学
問
と
い
へ
る
も
の
ハ
、「
師
に
就
き
、
書
冊
を

携
へ
、「
終
日
の
誦
読
を
、
専
業
と
す
る
、
の
み
の
も

の
に
非
ず
。「
幼
少
の
時
、
学
校
に
入
り
て
、「
修
学

し
た
り
と
て
、「
其
学
問
の
筋
道
を
探
り
、「
其
区
別

を
、
知
り
た
る
迄
の
事
な
り
。「
学
問
ハ
、
こ
れ
迄
、

嬢
等
が
な
せ
る
方
法
の
外
ハ
、
な
き
も
の
と
、
思
ふ

べ
か
ら
ず
。「
今
、
嬢
等
が
、
此
校
を
出
で
ら
る
ゝ

ハ
、「
更
に
、
こ
れ
よ
り
、
世ヨ
ノ
ナ
カ間

と
い
ふ
、
大
い
な
る

学
校
に
、
入
る
べ
き
進
路
な
り
と
、
思
ひ
給
ふ
べ
し
。

「
日
々
、
履
む
べ
き
課
業
ハ
、「
忠
な
り
、
孝
な
り
、

悌
な
り
、
信
な
り
。「
皆
其
学
問
な
ら
ざ
る
者
な
し
。

「
こ
れ
、
即
ち
、
修
身
の
実
学
な
り
。「
又
、
其
家
事

を
執
る
に
至
ら
バ
、「
自
か
ら
、
衛
生
な
り
、
育
児
な

り
、
教
育
な
り
、
数
学
な
り
、
裁
縫
な
り
。「
許ア
マ
タ多

の

課
業
を
、
実

地
に
学
ぶ
も
の
な
り
。「
又
世
務
に
当
れ（
マ
マ
）らハ

、「
或

は
、
交
際
し
、「
或
ハ
、
旅
行
し
、「
或
ハ
、
通
信
往

復
す
る
等
、「
即
ち
、
文
学
な
り
、
地
理
な
り
、
歴
史

な
り
、
動
植
物
な
り
、
図
画
な
り
、
習
字
な
り
、
音

楽
な
り
、「
総
べ
て
、
応
用
の
、
学
科
な
ら
ざ
る
ハ
な

し
。「
而サ
ウ

し
て
、
猶
、
書
籍
に
就
き
て
も
、
学
ば
ん
と

」（
三
・
オ
）

な
ら
バ
、「
其
実
務
を
な
し
つ
ゝ
も
、
こ
れ
を
な
し
得

べ
き
、
余
地
ハ
幾
ば
く
も
あ
る
べ
し
。「
天
地
間
何
も

の
か
、
学
問
の
、
資
け
な
ら
ざ
ら
ん
。「
世
間
、
何
も

の
か
、
皆
、
己
れ
の
師
な
ら
ざ
ら
ん
。「
彼
の
薪
を
採

り
、「
潮
を
汲
み
て
も
、
和
歌
を
口
ず
さ
み
、「
砂
に

跡
を
つ
け
、「
蒲
を
編
み
て
も
、
文
字
を
習
ひ
得
た
る

例
し
、
あ
る
に
非
ず
や
。「
此
他
、
嬢
ア
ナ
タ
ガ
タ

等
が
、
既
に
、

読
み
来
れ
る
所
の
、
史
伝
中
、「
こ
れ
ら
の
類
ハ
、
猶
、

許ア
マ
タ多

あ
り
し
な
る
べ
し
。「
況マ
シ

て
、
嬢
等
ハ
、
生
れ
な

が
ら
「
我
が
国
、
貴
女
の
地
位
を
保
た
る
ゝ
な
れ
バ
、

「
学
問
の
余
裕
、
猶
、
幾
ば
く
も
あ
る
べ
し
。「
否
々
、

嬢
等
ハ
、「
今
よ
り
、
世
間
と
い
ふ
、
大
学
校
に
入
り

て
、
自
か
ら
、
修
業
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
（
マ
マ
）。「

た
ゞ
、
其

然
る
と
、
然
ら
ざ
る
と
ハ
、
嬢
等
が
、
志
し
の
、
一
点

に
存
せ
り
と
云
ふ
べ
し
。

「
更
に
、
進
ん
で
、
ま
た
、
一
言
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

「
こ
れ
、
他
な
し
。「
目
下
、
日
本
婦
人
ハ
、
殊
に
、

至
難
の
地
位
に
、
立
て
り
と
い
ふ
事
、
是
な
り
。「
嬢

等
も
、
こ
れ
よ
り
、
世
に
交
は
る
に
及
ば
ゝ
、「
実ゲ

に

然サ

る
事
あ
り
と
、
覚サ
ト

る
べ
き
也
。「
こ
れ
、
恰
も
、
世

運
の
変
遷
と
同
じ
く
、「
女
子
の
風
儀
の
、
進
化
す
る

時
代
に
於
て
、「
免マ
ヌ
カ

る
能
ハ
ざ
る
理
数
に
し
て
、「
実

」（
三
・
ウ
）
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に
、
ま
た
、
為
ん
方
も
な
き
事
な
り
。「
此
時
に
当
り

て
ハ
、
た
ゞ
、
何
事
も
、
己
れ
を
守
り
、「
道
を
踏
み
、

「
更
に
余
念
な
き
、
覚
悟
な
か
る
可
か
ら
ず
。「
さ
て
、

女
子
た
る
も
の
ハ
、「
先
づ
、
優
に
や
さ
し
く
、
大
ら

か
に
恭
し
か
る
べ
し
、「
例
へ
バ
、
麗ウ
ラ
〳
〵々

と
、
長ノ
ド
カ閑

な
る
春
の
花
園
に
、「
吹
く
と
し
も
な
き
風
の
、
打

そ
よ
ぎ
て
、「
こ
れ
に
向
は
ん
人
ハ
、
自身

か
ら
、
心

も
緩
や
か
に
お
ぼ
え
て
、「
打
ち
も
笑
ま
れ
ぬ
べ
く
ぞ

あ
ら
ま
ほ
し
き
。「
さ
れ
ど
、
柔（
マ
マ
）か

な
る
が
よ
し
と
て
、

事
に
臨
み
て
、注
　
「6

立
て
る
操
も
な
く
、「
な
よ
〳
〵

と
し
て
、
あ
れ
か
し
と
云
ふ
に
ハ
非
ず
。「
女
の
徳
ハ
、

「
寒
松
の
霜
雪
に
堪
へ
、「
垂
柳
の
暴ア
ラ
シ風

に
打
れ
ぬ
、

力
に
も
、
譬
へ
、「
柔
か
な
る
中
に
も
、「
一ヒ
ト
フ
シ節

、
犯

し
難
き
所
あ
る
べ
し
。「
総
じ
て
、

内
ハ
剛
に
、
外
ハ
柔
な
る
ぞ
よ
き
。「
こ
れ
ら
の
事
を

記
憶
し
て
、「
能
く
、
こ
れ
を
実
施
に
、
施
さ
れ
な
バ
、

「
ま
た
、
大
い
な
る
過
ち
な
か
る
べ
し
。「
さ
れ
ど
、

嬢ア
ナ
タ
ガ
タ

等
、
能
く
、
道
を
行
ひ
て
、
己
れ
に
恥
づ
る
、
事

な
し
と
思
ひ
た
り
と
も
、「
世
の
人
の
、
口
さ
が
な
く
、

「
さ
ま
〳
〵
の
怨
み
、
嫉
み
に
あ
ひ
て
、「
或
ハ
誹
ら

れ
、
或
ハ
、
罵
ら
る
ゝ
事
も
、
あ
る
べ
け
れ
ど
、「
心

短
く
、
之
に
逆
ら
ハ
ず
、「
い
よ
〳
〵
、
詞
を
慎
ミ
、

」（
四
・
オ
）

「
行
ひ
を
修
め
て
、「
静
に
時
を
、
待
た
ざ
る
可
か
ら

ず
。「
嬢
等
、
忍
耐
、
寛
裕
、
沈
勇
の
三
つ
の
も
の
ハ
、

「
男
子
の
、
所
為
の
み
に
非
ず
し
て
、「
却
り
て
、
女

子
の
特
有
な
り
と
、
悟
ら
れ
よ
、

「
以
上
、
説
く
所
ハ
、「
嬢
等
が
、
此
校
に
あ
り
て
、

修
学
し
た
る
事
の
、「
一
部
の
み
に
過
ぎ
ず
。「
さ
れ

ど
、
今
嬢
等
が
、
此
校
を
去
ら
る
ゝ
な
れ
バ
、「
改
め

て
、
一
言
の
贐
け
を
、
呈
す
る
な
り
。「
嬢
等
、
能
く
、

之
を
務
め
、「
時
々
、
此
精
神
を
喚
起
し
て
、「
造
次

顛
沛
も
失
却
す
べ
か
ら
ず
。

「
今
嬢
等
ハ
、「
本
校
生
徒
、
幾
百
人
に
先
ン
じ
て
、

卒
業
し
た
り
。「
今
日
の
盛
典

に
あ
は
る
ゝ
ハ
、「
真
に
日
本
女
学
生
中
、
無
上
の

栄
誉
を
負
ひ
、「
又
、
無
上
の
責
め
を
担
は
れ
し
な

り
。「
嬢
等
ハ
、
本
校
生
徒
、
幾
百
人
の
模
範
に
し
て
、

「
而サ
ウ

し
て
、「
将
来
日
本
貴
婦
人
の
、
模
範
た
ら
ざ
る

可
ら
ざ
る
、
地
位
に
立
て
り
。「
若
し
、
万
一
、
道
に

戻
る
こ
と
も
あ
ら
バ
、「
こ
れ
、
た
ゞ
嬢
等
一
身
の
、

恥
ぢ
の
ミ
な
ら
ん
や
。「
上
ハ
、
畏
く
も
我
が（
マ
マ
）

皇
后
陛
下
に
対
し
奉
り
、「
其
罪
避サ

り
所
な
か
る
べ

し
。
余ワ
タ
ク
シも、

亦
、
本
校
学
監
の
任
に
あ
た
り
て
、「
い

か
で
、
世
に
、
面
を
向
く
る
こ
と
を
得
べ
き
。「
余
が
、

」（
四
・
ウ
）



(36)久保貴子   下田歌子文書
123

畢
生
間
の
希
望
も
、「
こ
ゝ
に
至
り
て
、
絶
滅
す
べ
し
。

「
こ
ゝ
に
、
こ
れ
を
嬢
等
に
契
り
、「
併
せ
て
、
満
堂
の

貴
女
紳
士
に
謝
す
。

華
族
女
学
校
学
監

下
田
歌
子

　
　
　
（
以
下
余
白
）

　
　
　
（
白
紙
）

今
日
ハ
、
辱
な
く
も
我
が（
マ
マ
）皇
后
陛
下
、
本
校
に
、

（
マ
マ
）
御
親
臨
遊
ば
さ
れ
、
本
校
生
徒
の
、
卒
業
式
、

並
ニ
、
移
転
式
を
挙見
そ
な
ハ
せ
ら
る
ゝ

行
す
る
の
ハ
、
実
に
、
開
校
以

来
の
、
盛
典
で
ご
ざ
り
ま
し
て
、
且
つ
、
朝
野
の
貴

紳
、
か
く
も
御
出
下
さ
れ
た
る
ハ
、
本
校
の
面
目
、

此
上
も
な
き
こ
と
で
ご
ざ
り
ま
す
。
感
謝
、
胸ム
ネ間

に

満
ち
て
、
御
礼
辞
ハ
、
口
に
申
し
尽
し
難
き
こ
と
で

も
御
座
り
ま
す
。
さ
て
、
今
日
の
、
御
大
旨
の
か
し

こ
ま
り
、
又
、
新
校
移
転
の
こ
と
抔
ハ
、
校
長
、
及

び
幹
事
よ
り
も
、
云
ハ
れ
ま
し
た
故
、
余
ワ
タ
ク
シ

ハ
、
是

よ
り
、
卒
業
生
徒
に
対
す
る
、
概
畧
を
申
し
上
ま
せ

う
。
本
校
ハ
、
明
治
十
八
年
、
九
月
の
、
創
設
で
ご

ざ
り
ま
し
て
、
爾
来
、
年
を
閲フ

る
こ
と
、
五
年
、
即

ち
、
第
四
学
期
を
経
ま
し
て
、
今
回
、
始
め
て
、
全

」（
五
・
オ
）

」（
五
・
ウ
）

科
卒
業
証
書
を
、
授
与
せ
ら
る
ゝ
こ
と
で
ご
ざ
り
ま

す
。
其
人
々
ハ
、
高
等
中
学
科
一
級
生
、
井
上
郁
子
、

萬
里
小
路
久
子
、
黒
川
千
春
子
、
三
島
園
子
の
四
名

で
ご
ざ
り
ま
す
。
元
来
、
本
校

の
、
学
制
に
、
よ
り
ま
す
れ
バ
、
小
学
初
年
よ
り
、

中
学
の
終
り
ま
で
、
満
十
二
ヶ
年
の
修
学
を
致
さ
な

け
れ
バ
、
業
を
卒
へ
る
こ
と
ハ
、
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

ご
ざ
り
ま
す
。
さ
れ
ど
、
此
方
々
の
、
本
校
へ
入
学

し
た
る
ハ
、
即
ち
、
本
校
開
始
の
当
時
に
し
て
、
既

に
、
応
分
の
学
力
あ
り
し
故
、
入
学
試
験
の
成
績
に

よ
り
て
、
初
等
中
学
の
一
級
に
、
編
入
せ
ら
れ
た
の
で

ご
ざ
り
ま
す
。
其
れ
よ
り
、
本
校
に
あ
る
こ
と
、
満

四
ヶ
年
間
、
蛍
雪
の
労
を
積
み
て
、
今
ハ
、
和
漢
文
、

欧
語
、
数
学
、
地
理
、
歴
史
、
物
理
化
学
、
博
物
、

生
理
、
動
植
物
、
教
育
、
家
政
、
裁
縫
、
習
字
、
図

画
、
音
楽
、
躰
操
等
の
、
各
学
科
を
、
全
く
卒
へ
て
、

此
盛
典
に
、
あ
ふ
の
、
栄
に
達
し
た
の
で
ご
ざ
り
ま

す
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
ハ
、
卒
業
生
徒
の
方
々
に
、
申
し
ま

せ
う
。
古
来
我
国
の
女
子
ハ
、
そ
も
、
幾
億
万
人
あ

つ
た
で
ご
ざ
り
ま
せ
う
か
。
さ
う
し
て
、
我
が
、
■（
マ
マ
）■

皇
后
陛
下
の
、
御
令
旨
に
よ
り
て
、
建
て
さ
せ
ら
れ

」（
六
・
オ
）
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た
る
、
本
校
の
如
き
、
校
舎
に
入
り
て
、
教
育
を
受

け
た
る
者
が
、
幾
人
あ
り
ま
し
た

ら
う
。
一
人
も
ご
ざ
り
ま
す
ま
い
。
今
、
あ
な
た
方

が
、
あ
る
の
み
で
す
。
若
し
、
余
ワ
タ
ク
シの

、
如
き
も
の
も
、

嬢ア
ナ
タ
ガ
タ

等
と
、
齢
を
同（
マ
マ
）う

す
る
時
に
生
れ
て
、
嬢
等
と
、

斯
く
の
如
き
、
校
舎
に
入
り
て
、
完
全
の
教
育
を
受

け
ま
し
た
な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら
、
先
き
（
マ
マ
）の

楽
し
み
は
、

如
何
斗
り
で
ご
ざ
り
ま
せ
う
。
あ
な
た
方
の
幸
福
ハ
、

実
に
羨
む
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

凡
そ
、
人
間
、
一
生
の
禍
福
の
分
る
ゝ
処
ハ
、
実
に
、

幼
き
時
の
習
性
、
即
ち
教
育
の
、
如
何
に
よ
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
故
に
、
道
を
学
び
、
志
ざ
し
を
た
て
、

行
ひ
を
正
し
く
し
、
能
く
、
其
徳
を
全
う
す
る
に
至

る
ハ
、
全
く
、
其
幼
き
時
、
習
性
の
よ
き
に
、
あ
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
我
々
が
如
き
、
学
ば
ん
と
欲
す

る
も
、
校
舎
な
く
、
修
め
ん
と
欲
す
る
も
、
師
に
乏

し
き
、
僻
地
に
生
れ
、
し
か
も
、
婦
人
ハ
、
僅
か
に
、

人
類
の
、
一
部
分
た
る
に
過
ぎ
ず
と
云
ハ
れ
し
時
代
に

あ
り
た
る
も
の
す
ら
、
今
日
あ
る
に
至
り
ま
し
た
の

ハ
、
実
に
、
僅
か
に
、
志
し
た
る
、
学
び
の
道
の
、
恵

み
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
、
嬢
等
ハ
、
多
年
、
此
校

に
在
り
て
、

」（
六
・
ウ
）

よ
く
、
其
道
を
学
び
、
其
忠
君
愛
国
の
精
神
ハ
、
素モ
ト

よ
り
、
他
に
譲
ら
ざ
る
へ
（
マ
マ
）く

、
其
父
母
に
孝
な
る
、

ま
た
兄
弟
姉
妹
に
友
愛
な
る
ハ
、
云
ふ
ま
で
も
な

く
、
ま
た
、
人
の
婦
と
な
る
に
至
ら
バ
、
其
貞
、
其

節
、
お
さ
〳
〵
往
古
の
、
節
婦
、
貞
女
に
、
譲
る

こ
と
ハ
あ
り
ま
す
ま
い
。
又
、
人
の
母
と
な
る
に
至

ら
バ
、
嬢
等
を
、
嬢
等
の
父
母
が
、
愛
育
し
た
る

と
同
じ
く
、
よ
く
愛
し
、
よ
く
慈
み
、
且
つ
、
嬢
等

が
、
自
か
ら
、
学
び
た
る
道
を
以
て
、
よ
く
、
其
子

を
薫
陶
せ
ら
れ
て
な
ら
バ
、
今
古
の
、
賢
母
、
慈
母

と
なに
恥
づ
る
こ
と
ハ
あ
り
ま
す
ま
い

ら
る
ゝ
ハ
、
疑
ひ
な
き
処
で
。あ

り
ま
す
。
仮
令
、

嬢
等
ハ
、
将
来
、
如
何
な
る
境
遇
に
た
つ
も
、
畢
生

の
行
為
ハ
、
此
精
神
に
そ
む
く
こ
と
な
き
ハ
、
余
の
固

く
信
じ
て
、
疑
は
ざ
る
処
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
、
畢

竟
、
嬢
等
が
、
天
資
の
然
ら
し
む
る
処
で
あ
り
ま
せ

う
が
、
抑
も
、
ま
た
、
多
年
、
刻
苦
勉
励
の
効
果
と
、

申
さ
な
け
れ
バ
な
り
ま
す
ま
い
。

今
、
嬢
等
ハ
、
学
業
を
卒
へ
て
、
此
校
を
去
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
バ
（
マ
マ
）、

ど
う

し
て
、
学
問
を
な
さ
ろ
う
と
、
お
思
ひ
な
さ
り
ま
す

か
。
学
問
の
道
ハ
、
嬢
等
、
終
身
、
廃
棄
し
て
ハ
い

」（
七
・
オ
）

」（
七
・
ウ
）
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け
ま
せ
ん
。
学
問
の
光
り
ハ
、
よ
く
、
世
路
を
照
ら

し
て
、
嬢
等
を
し
て
、
暗
夜
に
、
彷
徨
ふ
こ
と
な
か

ら
し
む
べ
し
。
学
問
の
力
は
、
よ
く
、
百
難
を
凌
ぎ
、

千
辛
万
苦
に
堪
へ
、
常
に
嬢
等
を
し
て
、
安
全
の

地
位
に
、
立
た
し
む
る
の
で
あ
り
ま
す
。
学
問
の
効

ハ
、
よ
く
、
嬢
等
の
志
を
達
せ
し
め
、
其
行
ひ
を
正

し
、
其
徳
を
高
か
ら
し
め
、
凡
そ
、
嬢
等
、
畢
生
の
、

保
護
者
と
な
り
ま
す
。
さ
れ
バ
、
嬢
等
バ
（
マ
マ
）ど

う
し
て

も
、
修
身
、
学
問
を
廃
棄
す
る
こ
と
ハ
出
来
ま
す
ま

い
。
さ
て
、
学
問
と
い
ふ
も
の
ハ
、
師
に
就
き
、
書
冊

を
携
へ
、
終
日
、
之
れ
を
学
業
と
す
る
斗
り
の
も
の

で
ハ
、
あ
り
ま
せ
ん
。
幼
少
の
時
、
学
校
に
入
り
て
、

か
く
し
た
り
と
て
、
其
学
問
の
、
筋
道
を
探
り
、
其

区
別
を
、
知
り
た
る
ま
で
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
学

問
ハ
、
是
迄
、
嬢
等
が
な
せ
る
、
方
法
の
外
、
な
い

も
の
と
思
ふ
て
ハ
な
り
ま
せ
ん
。
今
嬢
等
が
、
此
校

を
去
ら
れ
ま
す
の
ハ
、
更
に
、
こ
れ
よ
り
、
世ヨ
ノ
ナ
カ界

と

い
ふ
、
大

な
る
学
校
に
入
る
べ
き
、
進
路
な
り
と
、
お
思
ひ
さ
（
マ
マ
）

さ
り
ま
せ
。
日
々
に
、
ふ
む
べ
き
課
業
ハ
、
忠
な
り
、

孝
な
り
、
悌
な
り
、
信
な
り
、
皆
、
其
学
問
な
ら
ざ

る
の
も
の
ハ
、
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
、
即
ち
、
修
身
の

」（
八
・
オ
）

実
学
で
あ
り
ま
す
。
又
、
其
家
事
を
、
執
る
に
至
ら

ば
、
自
か
ら
、
衛
生
な
り
、
教
育
な
り
、
育
児
な
り
、

数
学
な
り
、
裁
縫
な
り
。
許
多
の
課
業
を
、
実
地
に

学
ぶ
の
で
あ
り
ま
せ
う
。
又
、
世
務
に
、
当
つ
た
な

ら
バ
、
或
ひ
ハ
、
交
際
し
、
或
ハ
、
旅
行
し
、
或
ハ
通

信
往
復
を
す
る
等
、
即
ち
、
文
学
な
り
、
地
理
な
り

歴
史
な
り
、
動
植
物
な
り
、
図
画
な
り
、
習
字
な
り
、

音
楽
な
り
、
其
他
、
総
て
の
も
の
、
応
用
の
学
科
に
、

非
さ
る
も
の
ハ
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
う
し
て
、
猶
、
書

籍
に
就
き
、
学
ば
ん
と
な
ら
バ
、
其
実
務
を
な
し
つ
ゝ

も
、
こ
れ
を
な
し
得
べ
き
、
余
地
ハ
、
い
く
ら
も
あ

り
ま
せ
う
。
天
地
間
、
何
者
か
、
学
問
の
資
け
で
な

い
も
の
が
あ
り
ま
せ
う
。
世
間
、
何
者
か
、
皆
、
己

れ
の
師
で
な

い
も
の
が
あ
り
ま
せ
う
ぞ
（
マ
マ
）。

彼
の
、
薪
を
取
り
、
潮

を
汲
み
つ
ゝ
も
、
和
歌
を
く
ち
ず
さ
み
、
砂
に
跡
つ

け
、
蒲
を
編
み
て
も
、
文
字
を
習
ひ
得
た
る
例
し
が

あ
る
で
ハ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
此
他
、
嬢
等
が
既
に
、

お
読
み
な
さ
れ
た
、
史
伝
中
、
此
等
の
類
ハ
、
猶
、

い
く
ら
も
あ
り
ま
せ
う
。
況
ん
や
、
嬢
等
ハ
、
生
れ

な
が
ら
、
我
国
、
貴
女
の
地
位
を
、
保
た
る
ゝ
な
れ

バ
、
学
問
を
な
す
の
余
裕
ハ
、
必
ず
あ
る
で
あ
り
ま

」（
八
・
ウ
）
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せ
う
。
否
々
、
嬢
等
ハ
、
こ
れ
か
ら
、
世
界
と
い
ふ
、

大
学
校
に
入
り
て
、
自
か
ら
修
業
し
な
け
れ
バ
な
り

ま
す
ま
い
。
只
、
其
然
る
と
然
ら
ざ
る
と
ハ
、
嬢
等

が
志
ざ
し
の
、
一
点
に
存
し
ま
す
。

更
に
、
進
ん
で
、
又
、
一
言
申
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ハ
、
外
の
事
で
ハ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
目イ
マ下

の
、
日
本
婦
人
ハ
、
殊
に
、
至
難
の
地
位
に
立
つ
て

居
る
と
申
す
こ
と
で
す
。
嬢
等
も
、
こ
れ
よ
り
、
世

に
交
る
に
及
ば
ゝ
、
実ゲ

に
、
し
か
あ
る
と
い
ふ
こ
と

を
、
悟
ら
る
ゝ
で
あ
り
ま
せ
う
。

こ
れ
、
恰
も
、
世
運
の
、
変
遷
と
同
じ
く
、
女
子
の

風
儀
も
、
進
化
す
る
時
代
に
於
て
、
免
る
ゝ
こ
と
の
、

出
来
な
い
理
数
に
し
て
、
又
、
致
し
方
な
い
事
で
あ

り
ま
す
。
此
時
に
、
当
り
ま
し
て
ハ
只
、
何
事
も
、

己
れ
を
守
り
、
道
を
踏
み
、
更
に
、
余
念
な
き
、
覚

悟
が
な
け
れ
バ
な
り
ま
せ
ん
。
さ
て
、
女
子
た
る
も

の
ハ
、
先
づ
、
優
に
や
さ
し
く
、
お
ほ
ら
か
に
恭
し

く
な
け
れ
バ
、
い
け
ま
せ
ん
。
例
へ
バ
、
麗
々
の
ど
か

な
る
、
春
の
花
園
に
、
吹
く
と
し
も
な
き
風
の
、
う

ち
薫
り
て
、
こ
れ
に
、
向
ハ
ん
人
は
、
心
も
ゆ
る
や

か
に
覚
え
て
、
打
ち
も
笑
ま
る
ゝ
や
う
に
、
あ
り
た

い
も
の
で
す
。
さ
れ
ど
、
柔（
マ
マ
）か

な
る
が
よ
し
と
て
、

」（
九
・
オ
）

た
て
た
る
操
な
く
、
な
よ
〳
〵
と
し
て
、
あ
れ
か
し

と
い
ふ
の
で
ハ
、
あ
り
ま
せ
ん
。
女
の
徳
ハ
、
寒
松

の
霜
雪
に
堪
へ
、
垂
柳
の
暴ア
ラ
シ風

に
打
れ
ぬ
力
に
も
た

と
へ
、
柔（
マ
マ
）かな

る
中
に
も
、
一
節
、
犯
し
難
き
処
が

な
く
て
は
ハ
な
り
ま
せ
ん
。
総
じ
て
、
内
ハ
剛
に
、

外
は
柔
な
る
が
よ
ろ
し
う
ご
ざ
り
ま
す
。
此
等
の
事

を
、
記
憶
し
て
、
能
く
、
こ
れ
を
、
実
施

に
施
さ
れ
た
な
ら
バ
、
大
な
る
過
ち
ハ
な
か
ら
う
と

思
ひ
ま
す
。
さ
れ
ど
、
嬢
等
が
、
よ
く
、
道
を
行
ひ

て
、
己
れ
に
恥
づ
る
こ
と
な
し
と
お
思
ひ
な
さ
れ
て

も
、
世
の
中
の
人
ハ
口
さ
が
な
く
、
さ
ま
〳
〵
の
怨

み
嫉
み
に
あ
ひ
て
、
或
ハ
誹
し
ら
れ
、
或
ハ
罵
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
う
が
、
心
短
く
、
こ
れ
に
逆
ら

う
て
ハ
な
り
ま
せ
ん
。
い
よ
〳
〵
詞
を
慎
み
、
行
ひ

を
修
め
て
、
静
か
に
、
時
を
待
た
な
け
れ
バ
な
り
ま

せ
ん
。
嬢
等
、
忍
耐
と
、
寛
裕
と
、
沈
勇
と
の
三
つ

の
も
の
ハ
、
男
子
の
、
所
有
の
み
に
非
ず
し
て
、
却

て
、
女
子
の
特
有
物
な
り
と
、
悟
ら
れ
よ
。

以
上
、
説
く
処
ハ
、
嬢
等
が
、
此
校
に
在
つ
て
、
修

学
し
た
る
事
の
、
一
部
分
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
さ
れ

ど
、
今
、
嬢
等
が
、
此
校
を
去
ら
る
ゝ
の
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
改
め
て
、
一
言
の
贐
け
を
す
る
の
で
あ
り

」（
九
・
ウ
）
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ま
す
。
嬢
等
、
よ
く
、
こ
れ
を
つ
と
め
、
時
々
、
此

精
神
を
喚
起
し
て
、
造
次
顛
沛
も
失
却
し（
マ
マ
）てし

て
ハ

な
り
ま
せ
ん
。

今
嬢
等
ハ
、
本
校
の
生
徒
、
幾
百
人
に
先
ん
じ
て
、

卒
業
し
、
今
日
の
、
盛
典
に
、
あ
は
る
ゝ
ハ
、
真
に
名

誉
に
し
て
、
且
つ
日
本
の
女
学
生
中
、
無
上
の
栄
誉

を
負
ひ
、
又
、
無
上
の
責
め
を
、
担
は
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
嬢
等
ハ
、
本
校
生
徒
、
幾
百
人
の
模
範
者

に
し
て
、
そ
う
し
て
、
将
来
、
日
本
貴
婦
人
の
、
模

範
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
地
位
に
た
ち
ま
し
た
。

若
し
、
万
一
、
道
に
戻
る
こ
と
も
あ
ら
バ
、
こ
れ
、

た
ゞ
、
嬢
等
一
身
の
、
恥
の
み
で
あ
り
ま
せ
ん
。
上
ハ
、

畏
く
も
我
が
、（
マ
マ
）

皇
后
陛
下
に
、
対
し
奉
り
て
、
何
の
申
し
訳
が
ご
ざ

り
ま
せ
う
か
。
余
も
、
亦
、
本
校
学
監
の
任
に
居
り

ま
し
て
、
い
か
で
、
世
に
、
面
を
向
け
る
こ
と
が
な

り
ま
せ
う
。
余
の
、
畢
生
間
の
希
望
も
、
こ
ゝ
に
至

つ
て
、
絶
滅
致
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
ゝ
に
、

こ
れ
を
、
嬢
等
に
契
り
、
併
せ
て
、
満
堂
の
、
貴
女

紳
士
に
謝
し
ま
す
。

　
　
　
（
白
紙
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

」（
十
・
オ
）

」（
十
・
ウ
）

」（
裏
見
返
し
）

　
　
　

 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」（
裏
表
紙
）
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